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町政を問う　一般質問

一般質問　目次

　一般質問では、議員が町に対して、町政全般にわたって施策を問いただす。
９月定例会では８人の議員が登壇し、一般質問を行った。
　議会だよりでは、質問と答弁の要旨をまとめており、全文記録（会議録）は
町ホームページに掲載している。

質問項目 質問者 ページ

町の上水道の飲料水は危なくないか

濱㟢　　久 ９新川漁港への土砂の流入について

浦川導水路の災害対策について

強い農業を創出し魅力に満ちたにぎわいのある
まちとは 福永　栄助 10

きんぎょタクシーの土日祝日までの運行日拡
大と運行時間の延長を含めた地域公共交通の
具体策を求める

林　　敏哉 １１

旧長洲中学校の敷地及び施設の利活用は 荒木　睦子 １２

町道長洲港・停車場線の安全対策（通学路）
は万全か 福田　史治 １３

強い産業を創出し雇用の確保を 竹本　信次 １４

思い切ってトレンドを変えてはどうか 磯野　　博 １５

雲仙断層群で大地震が発生したら 浦邊　朝章 １６
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

濱
はま

㟢
さき

　久
ひさし

議員

水
道
水
を
そ
の
ま
ま
飲
ん
で
い
て
も

大
丈
夫
か
。
日
本
の
水
が
危
険
に

ひ
ん
し
て
い
る
と
報
道
さ
れ
る
が
、
危

な
く
な
い
か
。

答
（
町
長
）

水
質
基
準
の
検
査
は
し
て
い
る
。

問
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
総
称
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
の
存
在
を
理
解
し
て
い
る

か
。
健
康
リ
ス
ク
と
し
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世

界
保
健
機
関
）
は
、
発
が
ん
性
や
高
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
伴
う
脂
質
異
常
症
、

乳
児
・
胎
児
の
発
育
低
下
等
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
町
の
飲
用

水
に
含
ま
れ
て
い
な
い
か
。
ま
た
、
国

が
定
め
た
暫
定
目
標
値
を
超
過
し
た
県

内
の
地
点
は
理
解
し
て
い
る
か
。

答
（
水
道
課
長
）

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
は
主
に
フ
ッ

素
系
撥
水
剤
や
泡
消
火
剤
に
含
ま
れ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
物

質
は
、
自
然
界
で
は
分
解
さ
れ
に
く
く
、

土
壌
を
汚
染
し
、
徐
々
に
広
範
囲
に
流

出
し
、
河
川
や
地
下
水
に
流
れ
込
む
こ

と
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い
る
。
県
内
で

も
河
川
や
地
下
水
の
報
道
が
さ
れ
て
い

る
。

問
町
の
飲
用
水
に
は
含
ま
れ
て
い
る

の
か
。

答
（
水
道
課
長
）

暫
定
目
標
値
の
８・３
分
の
１
以

下
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。

問
こ
れ
は
自
然
界
に
あ
る
も
の
で
は

な
く
、
何
ら
か
の
原
因
に
基
づ
い

て
存
在
す
る
の
な
ら
排
除
す
る
対
策
を

取
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
水
道
課
長
）

万
が
一
暫
定
目
標
値
を
上
回
っ
た

場
合
に
は
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

問
事
故
が
あ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
。

自
然
界
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
の
原
因
が
何
か
、
当
然
調
べ
る
べ
き

だ
。
町
の
上
水
道
に
存
在
す
る
こ
と
を

大
方
の
住
民
は
知
ら
な
い
と
思
う
が
。

答
（
水
道
課
長
）

今
後
水
質
検
査
を
行
い
な
が
ら
注

視
し
て
い
き
た
い
。

最
後
に
基
準
値
を
超
え
て
か
ら
で
は

間
に
合
わ
な
い
。
対
策
は

取
っ
て
お
く
べ
き
だ
。
こ
れ
は
質
問
を

続
け
る
。

問
こ
の
水
源
は
玉
名
平
野
土
地
改
良

区
の
か
ん
が
い
用
水
で
、
そ
の
は

け
口
と
し
て
整
理
川
を
作
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

玉
名
平
野
と
協
議
検
討
す
る
。

問
台
風
10
号
で
下
流
の
浦
川
導
水
路

は
堤
防
を
越
え
て
道
路
や
田
畑
が

冠
水
し
た
。
排
水
ポ
ン
プ
は
故
障
中

か
。答

（
農
林
水
産
課
長
）

３
月
27
日
か
ら
故
障
中
で
、
原
因

の
特
定
に
至
っ
て
い
な
い
。

問
民
家
が
床
下
浸
水
し
、
金
魚
と
鯉

の
郷
広
場
の
建
物
が
浸
水
し
て
も

よ
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

早
急
に
改
修
し
て
い
き
た
い
。

町の上水道の飲料水は危なくないか

答 微量だが有機フッ素化合物が含まれて
いる

　
玉
名
平
野
土
地
改
良
区
と

協
議
検
討
す
る

新
川
漁
港
へ
の
土
砂
の
流
入
に
つ
い
て

　
災
害
の
補
助
金
を

模
索
し
な
が
ら
進
め
る

浦
川
導
水
路
の
災
害
対
策
に
つ
い
て
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町
政
を
問
う

総
合
振
興
計
画
、
基
本
目
標
④
強
い

農
業
を
創
出
し
魅
力
に
満
ち
た
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
に
つ
い
て
、
政
策
、

施
策
の
定
義
は
。

答
（
町
長)

政
策
は
、
自
治
体
が
目
指
す
べ
き

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
や
目
的
を
示
し
、

施
策
は
、
政
策
を
実
現
す
る
た
め
の
方

策
を
示
す
。
基
本
施
策
①
の
豊
か
で
強

い
農
水
産
業
が
営
ま
れ
る
ま
ち
と
は
、

地
域
の
農
水
産
物
の
質
が
高
い
上
に
生

産
量
が
多
い
、
経
済
的
に
健
全
で
地
域

経
済
を
支
え
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
町

を
つ
く
り
出
す
こ
と
だ
。

問
施
策
の
方
針
と
し
て
、
担
い
手
確

保
や
育
成
支
援
を
図
り
、
農
水
産

物
の
生
産
向
上
や
高
付
加
価
値
等
で
収

益
性
の
向
上
を
図
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

生
産
部
会
の
育
成
支
援
事
業
は
何
十
年

も
実
施
さ
れ
、
事
業
が
目
的
化
し
て
い

る
。
計
画
を
実
現
す
る
た
め
に
は
数
値

目
標
を
立
て
て
、
そ
こ
に
管
理
責
任
者

を
置
い
て
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）

我
々
は
数
値
目
標
を
立
て
て
、
政

策
課
題
、
施
策
の
取
組
を
や
っ
て
い
く
。

こ
れ
ら
を
肝
に
銘
じ
て
、
後
期
の
総
合

振
興
計
画
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

問
歳
入
が
減
少
し
て
い
る
中
、
総
合

振
興
計
画
を
支
え
る
財
政
担
当
部

門
は
目
標
、
目
的
を
設
定
し
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）

計
画
に
明
確
な
記
載
は
な
い
が
、

中
期
財
政
計
画
に
基
づ
く
健
全
な
財
政

運
営
と
、
定
期
的
な
執
行
状
況
の
把
握

に
努
め
て
い
る
。

問
財
政
調
整
基
金
が
、
平
成
25
年
度

は
人
口
一
人
当
た
り
５
７
８
６

円
、
令
和
４
年
度
は
６
万
９
６
９
１
円

と
、
６
万
３
９
０
５
円
増
え
た
。
ふ
る

さ
と
納
税
（
寄
附
金
）
の
増
加
に
よ
る

も
の
と
思
う
が
、
人
口
一
人
当
た
り
の

借
金
は
、
平
成
27
年
度
の
34
万
７
８ 

４
０
円
か
ら
、
令
和
４
年
度
は
44
万 

１
４
６
４
円
と
、
９
万
３
６
２
４
円
増

え
て
い
る
。
町
は
い
く
ら
ま
で
借
金
が

で
き
る
の
か
。

答
（
総
務
課
長
）

単
年
度
の
公
債
費
が
８
～
９
億
円

に
な
る
と
、
実
質
公
債
費
率
が
15
％

程
度
に
な
る
。
上
限
の
目
安
と
し
て
、

18
％
以
上
に
な
る
と
、
地
方
債
の
発
行

に
国
の
許
可
が
必
要
と
な
る
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
力
を

入
れ
る
等
し
な
い
と
、
今
の
ま
ま

で
は
だ
ん
だ
ん
歳
入
が
下
が
っ
て
し
ま

う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

答
（
町
長
）

起
債
を
充
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
業
が
目
白
押
し
だ
が
、
歳
入
と
歳
出

を
見
極
め
て
、
今
後
の
町
政
運
営
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。

強い農業を創出し魅力に満ちた
にぎわいのあるまちとは

答

福
ふく

永
なが

　栄
えい

助
すけ

議員

農水産物の生産性が高く、地域経済を
支えるまちをつくり出すことだ

総合振興計画は町の最上位計画
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

林
はやし

　敏
とし

哉
や

議員

財政状況やニーズ等を把握しながら
前向きに検討する答

地
域
住
民
か
ら
、
土
日
祝
日
の
運
行

や
運
行
時
間
の
延
長
を
求
め
る
意

見
や
要
望
が
あ
る
こ
と
を
、
以
前
か
ら

把
握
し
て
い
る
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

町
政
座
談
会
や
、
地
域
公
共
交
通

計
画
策
定
時
の
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で

も
意
見
が
あ
る
。

問
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
の

事
務
局
答
弁
で
は
、「
午
後
５
時

以
降
の
運
行
拡
大
に
つ
い
て
、
中
学
校

の
統
合
に
伴
う
通
学
で
の
利
用
や
、
習

い
事
等
へ
の
支
援
が
で
き
な
い
か
内
部

で
検
討
し
て
い
る
。」
と
述
べ
て
い
る

が
、
検
討
中
と
い
う
認
識
で
よ
い
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

時
代
に
即
し
た
あ
り
方
の
検
討
が

重
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
協
議
会
に
提
出

す
る
案
件
と
し
て
、
内
部
で
の
協
議
が

ま
ず
必
要
で
あ
る
。

問
地
域
公
共
交
通
計
画
で
は
、
き
ん

ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー
利
用
者
２
０
０
名

に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

運
行
日
数
や
、
運
行
本
数
に
つ
い
て
、

「
困
っ
て
い
な
い
」
が
約
52
％
に
対
し
、

「
困
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
方
も
18
・

９
％
、
約
５
人
に
１
人
の
割
合
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
理
由
で
「
困
っ
て
い
る
」

と
回
答
さ
れ
た
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

土
日
の
運
行
拡
大
で
は
な
い
か
と

認
識
す
る
が
、
理
由
に
つ
い
て
は
こ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
。

問
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で

は
、
委
員
か
ら
、「
運
行
日
や
時

間
を
拡
充
し
て
欲
し
い
と
の
意
見
に
対

し
て
、
交
通
事
業
者
か
ら
は
、
経
営
が

圧
迫
さ
れ
な
い
よ
う
に
十
分
配
慮
し
て

欲
し
い
。」
と
意
見
が
あ
る
が
、
こ
れ

で
は
平
行
線
の
ま
ま
、
解
決
策
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
南
関
町
が
民
間
タ
ク
シ
ー
割
引
券
を

交
付
し
、
料
金
の
半
額
を
助
成
し
て
い

る
。
本
町
で
も
、
土
日
祝
日
に
民
間
タ

ク
シ
ー
を
利
用
す
る
交
通
弱
者
に
対

し
、
タ
ク
シ
ー
割
引
券
の
交
付
を
検
討

で
き
な
い
か
。

答
（
町
長
）

事
業
の
実
施
に
向
け
て
は
新
た
な

財
源
が
必
要
で
あ
り
、
財
政
状
況
や

ニ
ー
ズ
等
を
把
握
し
な
が
ら
前
向
き
に

検
討
す
る
。

最
後
に
地
域
公
共
交
通
計
画
策
定
の

根
拠
と
な
る
法
律
も
、
活
性

化
協
議
会
と
同
じ
「
地
域
公
共
交
通
の

活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
い
て
い
る
。
本
町
の
実
状
に
あ
っ

た
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
の
あ
り

方
や
、
今
後
の
施
策
等
に
つ
い
て
整
理

を
す
る
こ
と
が
目
的
だ
が
、
地
域
住
民

の
要
望
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
町
に
ふ

さ
わ
し
い
地
域
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の

構
築
と
推
進
を
図
る
こ
と
を
期
待
す

る
。

求められるきんぎょタクシーの運行拡大

きんぎょタクシーの土日祝日までの
運行日拡大と運行時間の延長を含め
た地域公共交通の具体策を求める
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町
政
を
問
う

　
年
間
の
幕
を
閉
じ
て
、
６
ヶ
月
が

過
ぎ
た
旧
長
洲
中
学
校
の
敷
地
と

施
設
の
利
活
用
を
、
町
は
ど
の
よ
う
に

考
え
る
の
か
。

答
（
町
長
）

検
討
委
員
会
を
設
け
、
情
報
共

有
、
協
議
し
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

や
民
間
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
地

域
住
民
、
有
識
者
を
交
え
、
協
議
の
場

に
お
い
て
決
定
す
る
。

問
行
政
財
産
と
し
て
の
役
割
を
終

え
、
普
通
財
産
の
取
扱
い
に
な
る

が
、
公
共
施
設
と
し
て
活
用
か
、
民
間

に
譲
渡
か
貸
す
か
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法

が
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法

で
利
活
用
を
す
る
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

住
民
サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供
す
る
施

設
と
す
る
な
ら
ば
、
条
例
を
制
定
し
行

政
財
産
と
位
置
付
け
る
か
、
民
間
事
業

者
に
ニ
ー
ズ
等
を
調
査
し
、
譲
渡
や
賃

貸
借
等
を
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

問
今
後
の
利
活
用
の
方
向
に
つ
い

て
、
住
民
へ
の
説
明
会
等
の
開
催

を
予
定
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

各
種
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
民
間

事
業
者
等
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
踏
ま
え
て
、

具
体
的
な
利
活
用
の
方
向
性
を
あ
る
程

度
絞
り
、
住
民
説
明
会
を
開
催
す
る
。

問
令
和
５
年
12
月
、「
こ
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
に
関
す
る
指
針
」
が

閣
議
決
定
さ
れ
、
子
ど
も
の
視
点
に

立
っ
た
多
様
な
居
場
所
づ
く
り
が
行
わ

れ
て
い
る
。
本
町
で
は
六
栄
小
校
区
の

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
子
ど
も
第
三
の

居
場
所
と
し
て
進
め
て
い
る
が
、
町
全

体
で
ど
の
よ
う
に
取
組
む
の
か
。

答
（
町
長
）

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
関
す

る
基
本
計
画
等
を
策
定
し
、
新
た
に
改

修
す
る
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、

児
童
館
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
学

童
保
育
の
各
施
設
の
ほ
か
、
介
護
予
防

拠
点
移
設
等
を
子
ど
も
の
居
場
所
と
し

て
位
置
付
け
て
取
組
ん
で
い
く
。

問
介
護
予
防
拠
点
施
設
を
子
ど
も
の

居
場
所
と
位
置
付
け
る
こ
と
を
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）

介
護
予
防
拠
点
施
設
で
高
齢
者
の

健
康
体
操
や
脳
ト
レ
等
の
活
動
を
行
う

中
、
地
域
の
方
と
交
流
が
図
ら
れ
、
子

ど
も
達
が
自
分
の
住
ん
で
い
る
近
く
で

居
場
所
と
し
て
気
軽
に
行
く
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
整
備
す
る
。

大切な財産をしっかり協議していく答

荒
あら

木
き

　睦
むつ

子
こ

議員

旧長洲中学校の敷地及び施設の
利活用は

さびしくなった旧長洲中跡地

77

　
安
心
し
て
過
ご
せ
る

環
境
整
備
に
取
組
む

子
ど
も
第
三
の
居
場
所
と
は

元気な子どもの声が一番!!

潮さい（R6.11.15 No.159）潮さい（R6.11.15 No.159）

一 般 質 問
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

町
道
長
洲
港
・
停
車
場
線
の
、
駅
か

ら
消
防
団
格
納
庫
の
交
差
点
ま
で

は
幅
員
が
狭
く
、
歩
道
も
自
転
車
道
も

な
い
。
車
両
や
、
中
学
生
が
通
学
路
と

し
て
自
転
車
で
走
行
す
る
際
の
、
安
全

対
策
の
た
め
に
拡
幅
の
計
画
は
あ
る
の

か
伺
う
。

答
（
町
長
）

令
和
３
年
12
月
定
例
会
で
、
町
道

土
井
辻
線
の
歩
道
設
置
と
消
防
格
納
庫

付
近
の
交
差
点
改
良
を
優
先
し
た
い
と

答
弁
し
、
今
年
６
月
に
完
了
し
た
。

　
長
洲
港
・
停
車
場
線
は
駅
北
側
か
ら

建
浜
区
内
の
約
２
４
０
ｍ
が
未
改
良

で
、
幅
員
が
狭
い
の
は
認
識
し
て
い
る
。

前
年
度
に
通
学
路
安
全
対
策
と
し
て
、

一
部
区
間
の
車
道
と
歩
道
と
の
段
差
解

消
、
格
納
庫
か
ら
県
道
長
洲
玉
名
線
ま

で
の
自
転
車
通
行
の
矢
羽
根
の
設
置
等

を
実
施
し
た
。
全
体
的
な
幅
員
は
、
こ

れ
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
未
改
良
区
間
に
生
け
垣
が
せ
り
出

し
、
歩
道
が
見
え
な
い
た
め
自
転

車
等
が
通
り
に
く
い
所
が
あ
る
。
駅
北

側
付
近
が
広
く
な
っ
て
い
る
た
め
目

立
っ
て
い
る
が
、
把
握
し
て
い
る
か
。

答
（
建
設
課
長
）

承
知
し
て
い
る
。

問
こ
の
交
差
点
の
照
明
が
小
さ
い
た

め
非
常
に
暗
く
、
ほ
と
ん
ど
暗
闇

状
態
だ
。
ま
た
、
工
事
前
は
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
が
格
納
庫
の
角
に
あ
っ
た
が
、
今

回
撤
去
さ
れ
た
た
め
、
安
全
が
維
持
で

き
て
な
い
。

答
（
建
設
課
長
）

よ
り
広
い
範
囲
を
照
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
照
明
器
具
の
変
更
や
増

設
を
考
え
た
い
。

答
（
危
機
管
理
対
策
室
長
）

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
要
望
書
も
で
て

お
り
、
設
置
す
る
準
備
を
し
て
い
る
。

全体的な幅員は検討したい答

福
ふく

田
だ

　史
ふみ

治
はる

議員

問
長
洲
駅
の
階
段
の
上
り
下
り
は
、

高
齢
者
や
車
椅
子
、
ベ
ビ
ー
カ
ー

等
に
と
っ
て
は
大
変
困
難
だ
。
今
後
も

Ｊ
Ｒ
と
協
議
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

進
め
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
長
年
の

課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
議
会
や
町

民
か
ら
の
意
見
を
参
考
に
、
Ｊ
Ｒ
と
協

議
し
て
い
る
が
、
早
急
な
事
業
の
実
施

は
厳
し
い
と
判
断
し
て
い
る
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

事
業
を
実
施
す
る
に
は
国
の
法
律

等
も
あ
り
、
基
本
構
想
等
を
つ
く
る
必

要
が
あ
る
。
現
段
階
で
は
財
政
的
に
難

し
い
。

町道長洲港・停車場線の安全対策
（通学路）は万全か

狭すぎて前が見通せない

即、変更・実施済み

潮さい（R6.11.15 No.159）潮さい（R6.11.15 No.159）

一 般 質 問
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町
政
を
問
う

県と密に連携し企業誘致の取組を進
める

雇
用
の
確
保
に
向
け
て
強
い
産
業
を

創
出
し
、
地
域
活
性
化
を
図
る
た

め
に
、
企
業
誘
致
に
ど
う
取
組
ん
で
い

る
か
。

答
（
町
長
）

県
と
密
に
連
携
し
、
情
報
交
換
等

を
行
い
、
県
有
地
の
名
石
浜
工
業
団
地

へ
の
企
業
誘
致
活
動
に
取
組
ん
で
い

る
。
今
後
も
、
本
町
の
地
域
経
済
の
活

性
化
と
雇
用
の
確
保
、
強
い
産
業
の
創

出
に
向
け
、
町
内
へ
の
企
業
誘
致
や
、

町
内
企
業
の
生
産
活
動
の
拡
大
に
向
け

た
取
組
を
支
援
す
る
。

問
本
町
の
企
業
動
向
調
査
に
よ
る

と
、
主
な
企
業
数
が
、
こ
の
15
年

間
で
９
社
程
減
少
し
て
い
る
が
、
要
因

は
。答

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

企
業
の
撤
退
や
閉
鎖
、
親
会
社
と

の
統
合
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
跡

地
を
周
辺
企
業
が
購
入
し
て
使
用
し
た

り
、
近
隣
の
工
場
が
増
設
を
行
っ
て
い

る
。問

雇
用
拡
大
を
図
る
た
め
の
取
組
を

ど
う
進
め
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）

町
内
企
業
等
の
雇
用
対
策
と
し

て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
近
隣
の
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
各
種
協
議
会
と

連
携
し
な
が
ら
、
町
内
企
業
と
と
も
に

就
職
面
接
会
等
へ
積
極
的
に
参
加
し
、

毎
年
、
町
内
企
業
紹
介
冊
子
を
刷
新

し
、
高
校
生
や
求
職
者
に
対
し
て
最
新

の
情
報
提
供
を
行
う
等
、
町
内
企
業
の

人
材
確
保
に
努
め
て
い
る
。

問
今
、
保
育
士
不
足
が
深
刻
な
問
題

だ
。
町
の
保
育
を
支
え
る
担
い
手

の
確
保
と
手
厚
い
保
育
士
の
配
置
が
で

き
る
よ
う
に
、
保
育
従
事
職
員
等
の
勤

続
年
数
に
応
じ
た
勤
続
手
当
補
助
と
し

て
、
５
年
ご
と
に
奨
励
金
を
支
給
す
る

等
、
町
独
自
の
支
援
は
で
き
な
い
か
。

答
（
町
長
）

各
自
治
体
で
、
保
育
士
の
確
保
に

向
け
た
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

本
町
も
国
や
県
の
動
向
を
見
な
が
ら
、

各
園
と
協
議
を
図
り
、
保
育
士
の
確
保
、

ま
た
、
今
後
は
保
育
士
の
給
料
ア
ッ
プ

等
も
検
討
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

答

竹
たけもと

本　信
しん

次
じ

議員

各
園
と
協
議
し
検
討
す
る

保
育
士
処
遇
改
善
の
取
組
を

強い産業を創出し雇用の確保を

地域産業が発展し雇用環境が充実したまちを

多様化していく保育ニーズ

潮さい（R6.11.15 No.159）潮さい（R6.11.15 No.159）

一 般 質 問
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

総
合
振
興
計
画
の
中
で
、「
児
童
生

徒
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

に
お
い
て
全
国
平
均
を
上
回
る
」
と
い

う
数
値
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
目

標
達
成
に
向
け
て
の
取
組
は
。
ま
た
、

具
体
的
な
対
策
は
。

答
（
教
育
長
）

本
調
査
を
学
力
の
状
況
を
把
握
す

る
一
つ
の
指
標
と
し
、
各
学
校
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
児
童
生
徒
の
学
力
向

上
に
取
組
ん
で
い
る
。
本
年
度
は
具
体

的
に
、
新
た
に
大
き
く
二
つ
の
取
組
を

行
っ
て
い
る
。

　

一
つ
目
は
、
教
員
の
指
導
力
向
上
。

腹
赤
小
に
配
置
さ
れ
て
い
る
指
導
教
諭

（
ス
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）
の
公
開

授
業
を
、
町
内
小
中
学
校
の
全
教
員
が

参
観
し
た
。
教
員
の
授
業
力
向
上
と
児

童
生
徒
の
学
力
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う

努
め
て
い
る
。

　
二
つ
目
は
、
各
教
科
の
基
礎
・
基
本

の
定
着
。
中
学
校
の
国
語
、
社
会
、
数

学
、
理
科
、
英
語
の
５
教
科
で
、
問
題

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
学
習
プ
リ
ン
ト

を
活
用
し
、
実
践
し
て
い
る
。
毎
日
の

家
庭
学
習
に
お
い
て
も
、
こ
の
プ
リ
ン

ト
を
活
用
し
、
基
礎
・
基
本
の
定
着
に

取
組
む
と
と
も
に
、
生
徒
の
学
習
意
欲

の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
る
。

問
４
月
に
実
施
さ
れ
た
本
調
査
で
、

中
学
３
年
生
の
国
語
だ
け
が
目
標

を
達
成
し
て
お
り
、
中
学
校
の
数
学
、

小
学
６
年
生
の
国
語
、
算
数
は
全
国
平

均
で
最
下
位
層
の
県
と
同
じ
正
答
率
と

な
っ
て
い
る
が
、
予
算
を
拡
充
す
れ
ば
、

数
値
が
よ
く
な
っ
て
い
く
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

分
析
の
結
果
、
家
庭
学
習
で
の
取

組
に
も
う
少
し
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
問

題
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
を
活
用
し
て
、
今

年
度
か
ら
対
策
を
行
っ
て
い
る
。
予
算

の
拡
充
・
拡
大
は
、
今
後
、
協
議
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

問
町
長
は
、
町
民
か
ら
学
力
の
件
を

耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

答
（
町
長
）

町
民
の
声
か
ら
そ
う
い
う
話
は
聞

く
。
何
と
か
教
育
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
た

い
。問

教
育
費
の
予
算
も
拡
大
し
て
、
青

天
井
だ
。
選
択
と
集
中
、
ス
ク

ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

意見を聞いて前進していきたい答

磯
いそ

野
の

　博
ひろし

議員

答
（
教
育
長
）

町
の
児
童
生
徒
の
た
め
、
常
に
ス

ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
考
え

で
各
事
業
を
し
っ
か
り
と
振
返
り
な
が

ら
、
よ
り
充
実
し
た
事
業
と
な
る
よ
う

今
後
も
取
組
む
。

問
皆
が
新
教
育
長
に
期
待
し
て
い

る
。
そ
の
期
待
に
応
え
て
ほ
し
い

と
切
に
願
っ
て
い
る
。
思
い
切
っ
て
こ

う
い
う
の
を
や
る
ぞ
と
い
う
も
の
は
あ

る
か
。

答
（
教
育
長
）

必
要
な
新
し
い
取
組
は
当
然
出
て

く
る
。
現
場
と
十
分
話
合
い
な
が
ら
、

そ
の
と
き
そ
の
と
き
で
前
向
き
に
考
え

て
い
く
。

思い切ってトレンドを変えては
どうか

新教育長に期待

潮さい（R6.11.15 No.159）潮さい（R6.11.15 No.159）

一 般 質 問
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町
政
を
問
う

津波のリスクはハザードマップに
示している

１
月
の
能
登
半
島
地
震
、
８
月
の
日

向
灘
地
震
と
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
以
上
の
地
震
が
続
い
て
い
る
。
熊
本

地
震
で
は
、
町
の
震
度
は
周
辺
に
比
べ

て
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

最
近
の
発
表
で
は
、
雲
仙
断
層
群
で
の

地
震
の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
も

し
雲
仙
断
層
群
で
最
大
規
模
の
地
震
が

発
生
し
た
場
合
、
津
波
の
リ
ス
ク
も
あ

り
、
警
戒
が
必
要
だ
。
町
は
こ
れ
ら
の

発
表
と
試
算
を
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
か
。

答
（
町
長
）

熊
本
地
震
で
は
、
町
内
は
余
震
で

震
度
５
弱
、
本
震
で
震
度
５
強
で
あ
っ

た
。
玉
名
市
で
震
度
６
弱
の
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
。
地
盤
の
軟
弱
度
の
比
較
で

は
、
建
築
基
準
法
上
の
地
震
係
数
Ｚ
の

数
値
は
０・８
で
あ
る
。
津
波
の
リ
ス

ク
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
示
し
て
い
る

と
お
り
で
、
県
内
沿
岸
部
を
対
象
に
、

最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
が
悪
条
件
下
で
発

生
し
た
場
合
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結

果
か
ら
想
定
し
て
い
る
。

問
町
内
の
建
物
等
の
耐
震
化
の
現
況

と
対
策
は
。

答
（
町
長
）

人
が
往
来
す
る
公
共
施
設
は
耐

震
化
し
、
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い

る
。
一
方
、
一
般
住
宅
の
耐
震
化
の
状

況
は
、
木
造
と
非
木
造
と
合
わ
せ
て

７
０・０
％
で
あ
る
。
耐
震
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
木
造
住
宅
の
改
修
や
建

替
え
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
に

よ
り
、
一
般
住
宅
の
耐
震
化
を
進
め
て

い
る
。

問
公
共
施
設
で
耐
震
化
が
で
き
て
い

な
い
と
こ
ろ
は
。

答
（
総
務
課
長
）

消
防
格
納
庫
が
７
ヶ
所
と
、
備
蓄

倉
庫
、
長
洲
霊
堂
、
グ
レ
ー
ダ
ー
倉
庫

が
各
一
ヶ
所
で
あ
る
。

問
震
度
６
強
以
上
の
地
震
で
建
物
が

倒
壊
す
る
場
合
も
あ
る
。
公
共
施

設
は
新
耐
震
基
準
に
合
わ
せ
る
べ
き
だ

と
思
う
が
。

答
（
総
務
課
長
）

ま
だ
耐
震
化
し
て
い
な
い
施
設

は
、
計
画
的
に
更
新
や
除
去
等
を
し
て

い
く
。

問
町
は
耐
震
診
断
と
耐
震
改
修
工
事

に
補
助
金
を
出
し
て
い
る
が
、
一

般
住
宅
の
耐
震
改
修
補
助
金
は
い
く
ら

か
。答

（
建
設
課
長
）

設
計
と
改
修
で
１
件
当
た
り

１
０
０
万
円
の
補
助
金
が
あ
る
。

雲仙断層群で大地震が発生したら

答

浦
うら

邊
べ

　朝
とも

章
あき

議員

施
設
の
更
新
や
除
去
等

　
　
　
　
　
計
画
的
に
対
応
す
る

公
共
施
設
は
新
耐
震
基
準
に

　
　
　
　
　
　
　
合
わ
せ
る
べ
き 出典：「雲仙断層群」（地震調査研究推進本部）

潮さい（R6.11.15 No.159）潮さい（R6.11.15 No.159）

一 般 質 問
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